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収穫の作業を行う面積は、それぞれ200万ムー 、 197万ムー 、 168万ムーに達し、 2008年に比べ
てそれぞれ2万ムー、 3万ム一、 3万ムーほど増加した。 2012年、チベットにおける各類の運行


























朗栓峰村は礼嚢県の干し其郷の lつの行政村である。 2011年 10月まで、全村の総括的な戸数は










運転し、 l 人の女性が種をまき、後に 8~9 人の男女が多歯熊手で種を覆う。そして労働の間は




ながら皆で歌を歌って気持ちを盛り上げる。 1 日に 4~5 ムーの面積に植えることができる。 15
5間でアブラナの種蒔き、ジャガイモの種イモ植えの作業が終わる。
4月は除草の季節である。多くの場合、田知iの管理は女性たちの担当であり、小型鋤で草を抜く。
5 月から 8 月までの主な作業は田畑の管理、除草、給水(水掛)である。水掛は 3~4 回行う。
水を掛ける時には、順番に一家ごとに一人ずつ出て管理を担当する。:km1ムーの濯j慨に一日かか













この家では、鉄敏(シャベル)、 21問、鎌2倍、鋤 11圏、多古記2個、切割刃 8個、竹ほうき l
個、円扇 11圏、龍1イ留を所有している。鉄倣は 10元 (1300円)である。鉄鍬の柄は 125cm、柄
の先端に取り付けられたスプーン状の幅広の刃の幅は 23cm、長さは 24cm、鉄鍬の柄をつける
穴の高い部分は 3cmである。鎌は 15元、鋤は 10元、多歯杷は 20元である。多歯紀の柄の高
さ約 170cm、切断面6cmx 4cm、桁の長さ 32cm、切割刃が81器付きその長さは 16cmである。

















を有し、長さ 150cm、頭の幅31c m、断面4cm x 6 cm、歯の長さは 19cmで、ある。










2003年と 2001年に、 9000元(約 10万円)と 24000元(約 31万円)で購入した。機械用の笠 l
部がある。鉄製の刃部分は 1年に 1間取り替えることになっている。 4年間は使用できるといわ





3~4 年間は使用できるという。多古記を 8 偲持っているが、自家製である。歯は一年に一毘取
り替えるが、 1B に 3~4 個作ることができるという。柄の長さは 160cm、頭は 33cm、刃の長









































栽培している。乳牛を 2頭、豚を 2頭、綿羊を 8頭飼育している。
トラクターが 1台あり、 2009年の購入時には 13万元(約 20万円)であった。脱穀機が1台
あり、 2011年の購入時には 1900元(約3万円)であった。オートバイが1台あり、 2012年の購
入時には 6500元(約9万円)であった。鉄製シャベルが4個、背負いかごは 3個ある。
草刈り専用の鋤が2個あり、蔵語で久馬 (jiuma) という。柄の長さ 13cm、柄の周囲 10cm、
全長 18cm、幅3cm、厚さ 0.6cm、月形である。 10年前、郷の鍛冶屋に作ってもらっt.:o 加工費
は5元であった。
鎌は 10個あり、 10年前に買った際、 1つにつき 25元であった。伝統的な方法で作られたも
のである。新型鎌なら 1つ 15元である(後の調査によると、札襲芸礼塘鎮にある四川人が経営
している庖では 1つ6元、十字は 1つ 18元であった)。馬鍬は 8個あり、 2012年に購入したと
きは 1つ33元であった。 (2012年7丹3日午後卓渇)
事例 6
美多曲珍 (meiduo qu zhen)、女性、 1953年生まれ。字が読めない。農業に従事している。




農具は、鎌3錦、鍬4個と 2個、十字2僧と 4個(その中で、機械で、作ったものは l倍であり、卵、
野菜などの食材を運ぶ。草、幼い家畜などは運ばない)である。
機械は 2011年浮当で購入したものであり、 lつ30元であった。ナイロンで編んである。十部
口幅30cm、長さ 38cm、高さ 30cm、鉄支架高さ約 9cm、長さ約 22cm。成部幅 19cm、長さ
28cmである。伝統的方法で製作された鎌は 2008年に山南で購入した。 1つ50元であった。長
さ12cm、刀の高さ 24cmである。簡は素材が松の木で、高さ 85cm、径22cm、長さ 145cm、石
で作られた葉が直径 28cm、厚さ約 1cmである。ツァンパ桶は 30年前のもので木製である。
織機は 30年前のもので、遺趨(蔵服などにするチベット産の毛織物)を織る。






業員が8入、 2011年の年収は 3万元(約 30万円)であった。他の収入はない。 11年に、ハドル





30cm、蓋の高さ約 5cm、直径31cmである。殊碍は蔵語で最都 (niedu) とn乎ばれ、石製で、
長さ 80cm、直径35cmである。しかし、現在ではほとんど使用されない。蔵諾で阿嘆 (age) 
と呼ばれる石碓は打麦場用であり直径 15cmである。竿はピ、ニールパイプで長さ 150cmである。
蔵諾で古了 (guding)という石研磨器は石で作られたものである。電気苦手油橘(電気バター用桶)
は山南電気屋で、 500元で購入したものである。 (2012年7月4B 2組 巴桑)
事例8
3t桑、女性、小学校卒業、 1973年生まれ。家族は 3人で離婚経験あり。長男は 10歳で小学校
3年生、長女は 15j設で、あり 9月に高校に進学する予定である。現在、 1南で、アルバイトをして
いる。この家の農具は全部購入したものであり、鉄シャベル 1個、鎌2倍、鋤(十字)1個、多













統粒杭は蔵諾で加索 (jiasuo) という。底は木製で長方形である。長さ1.5m、面積 14cm、
歯は鉄製で高さ 40cm、1I高85cmである。この用具は 1980年代から使用され、 2008年に廃棄さ
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図録
左椀の枝で編まれた伝統的なカゴ 右:新式の機械で作られたカゴ
左:手作り鋤と鎌 右:機械で作られた鎌
左:伝統的な木製紡車 右:鉄製紡車
左:双より叉、推報、運搬、多歯絶、角叉
左:新式鉄整
左:石製口ーラー
右:伝統的なチベ、ツト霊童、木認、牛車電
右:角叉と羊角叉
右:手磨き
っ
?
2008年まで使われた硫粒機
左:点播器
手作りの鉄製鋤
中央:電動バター構と
伝統的な木製バター桶
? ?
者:電動バター壷
左:陶製バター容器 中央:プラスチック製バター容器と鉄製橋 右:関製酒を欝還する容器
左:ふるい・丸カゴー背負いカゴ 中央:潔い竹カゴ
左:1云統的なほうき 中央:缶統的な椛毛板
竹製の謹盤崩(はけ)
左羊毛線シャトルと紡ぎ車 中央:石質研麗器
-164-
右:竹力ゴとほうき
右図:鍛冶職人の作った農異
右:伝統的な計量器(木製容器)
左:水磨 右:畜力で運搬(チベ‘ツトロパ)
左:紡線鍾 右:織機
左:伝統的な衡器(チベ、ツト秤) 右:拠石器ー吾荷余
